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和歌山市の概要

●人 口 345,973人

●世帯数 158,772世帯

国勢調査基準人口世帯数

(令和６年４月１日現在）

●面 積 208.85k㎡

(令和４年４月１日現在)

●中核市
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➢ 大阪まで約1時間

➢ 関西空港まで約40分

和歌山城



3

和歌山市の人口動態

○市人口は昭和６０年（１９８５年）をピークに減少。

○令和１７年（２０３５年）時点で、３０万人を割り込む見通し（Ｈ２５推計）だったが、３２万人まで上方修正

（Ｈ３０推計）。【社人研推計】

人口動態
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和歌山市の空き家の現状
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通報件数の推移

新規通報件数 継続件数 年度別通報件数

増加傾向 通報があった段階では状態が悪い空き家が多く
除却するほかない案件など
選択肢が限られている

空き家に関する通報は
今後も増加し続ける可能性が高い

空き家活用を進めるには
より早い段階で対応する必要がある
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空き家対策の3本柱

啓発 活用 除却

空き家何でも相談会

自治会への回覧

出張出前講座

空き家バンク

地域交流拠点整備補助

シェアハウス整備補助

移住者空き家改修補助

除却補助

通報システムの運用
（R7年度～）

適正管理文書

管理不全空家等への指導
（R7年度～）

特定空家等への指導
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空家等管理活用支援法人の指定

令和７年１月２３日指定

空家等管理活用支援法人

（１）一般社団法人ミチル空間プロジェクト

（２）株式会社和み

（３）公益社団法人全日本不動産協会
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空き家対策の3本柱（再掲）

啓発 活用 除却

空き家何でも相談会

自治会への回覧

出張出前講座

空き家バンク

地域交流拠点整備補助

シェアハウス整備補助

移住者空き家改修補助

除却補助

通報システムの運用
（R7年度～）

適正管理文書

管理不全空家等への指導
（R7年度～）

特定空家等への指導

行政の役割大
（空家特措法等々）

官民連携の可能性大

空き家カンファレンス
（R7年度～）

ミチル空間プロジェクト

二地域居住推進PJ

（R7年度～）
株式会社和み
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空き家カンファレンス（一般社団法人ミチル空間プロジェクト）

和歌山市の各地域でセミナー・相談会（令和7年度は全4回）を開催

JR和歌山駅

南海和歌山市駅

和歌山本港

大阪府

海南市

南
海
本
線

和歌山電鐵貴志川線

至徳島

加太駅

和歌浦
雑賀崎

和歌山市

和歌山市役所

和歌山城

中心市街地

➤中心市街地や既成住宅地など、幅広いエリアで開催

➤地元団体等とも協力し、空き家の発掘から所有者への声掛け等を実施

➤相談件数の８４％が解決又は解決に向けて前進

中心市街地（第2回）
和歌山市の中心部で官公庁や都市機能が整備されている
が、不動産流通に乗っていない空き家が点在。

東部エリア（第1回）
貴志川線沿線で新興住宅地もあるが古くからの集落も
点在。山東地域など住宅＋農地が広がる山間部エリア
も存在。

北西部エリア（第4回）
南海電鉄加太線沿線で既成住宅地が広がる。海沿いの
住宅地も存在し、空き家に関する相談等が例年一定数
寄せられている。

西部エリア（第3回）
中心市街地に隣接する既成住宅地が広がるエリア。
新築住宅も多く存在するが、古くからの住宅地も多く、
狭あい道路等もあり、空き家に関する相談等が例年一
定数寄せられている。
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空き家活用に向けて ～空き家×○○○○～

空き家へのアプローチ

空き家バンク

売買等の流通

解体・除却

× まちづくり

関係人口の創出

環境

・
・

様々な施策と掛け算することで多様な出口を模索

⇒空き家を価値付け

二地域居住推進PJ

脱炭素PJ
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空き家×二地域居住（株式会社和み）

地域の魅力を最大限に活かし、空き家を宿泊施設、コワーキング施設等に再生し、二拠点居住者、関係人口、観光客を増加させると
ともに、地域の担い手不足と宿泊地不足を解決する。

事業主体：二地域居住等促進空家活用和歌山モデル事業コンソーシアム
代表者：株式会社和み（空家等管理活用支援法人）

貴志川線の活性化プロジェクト
～猫と暮らす貴志川線レジデンス開発に向けた調査・検討事業～

令和７年５月９日 キックオフミーティング
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空き家×脱炭素（株式会社和み）

環境省の「脱炭素先行地域」に選定

全国の空洞化都市に先駆ける“和歌山モデル”
～空き家改修×脱炭素で創るまちなか再生戦略～

売買or賃貸

断熱・省エネ・耐震等
改修工事

空家等管理活用支援法人
※株式会社和み

都市再生推進法人
※まちづくり会社

高付加価値化

流通・活用へ

市内全域①再エネ需要エリア：和歌山市駅周辺

②モデル的取組エリア：北ぶらくり丁商店街

➁モデル的取組エリア：市堀川かわまちづくりエリア
④再エネ供給エリア：地場産業施設

③再エネ供給エリア：公共施設群（市内全域)

合計 196,628m2

93,840m2

10,524m2

93,264m2
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